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キーワード がん診断、内視鏡下ﾗﾏﾝ計測、細胞分析、iPS細胞分析、脳機能研究

研究の概要

当研究グループでは，種々の光学計測技術を備えた光バイオプシーシステムを開発し，その生体応用研究を進めている。

 

光を利用して生きた細胞や体内の病態を無・小侵襲的に無標識で計測・分析する光バイオプシー技術は，生命・環境に関

 

わるあらゆる分野に多大な貢献を与えることができる。医療では内視鏡下の診断や温存術下での腫瘍組織判別など，医

 

療技術の高度化やコスト削減などに利用できる。また生細胞やモデル組織のモニタリング技術は，多能性幹細胞の分化

 

制御や，製薬，化学製品の効果／毒性評価の効率化に寄与できる。生体内計測を実現する極細径光学プローブや，得ら

 

れたデータを解析する技術，さらには計測ターゲットに合わせた計測分析技術を提供する。
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２、ラマン分光分析の威力；生きた単一細胞の無

 

侵襲判別分析

１、光バイオプシーシステムの開発
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主成分分析（PCA）による組織型の分類

がん細胞だけでなく，神経細胞，iPS細胞などの分析も可能
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主成分分析（PCA）による組織型の分類
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